
　

食
の
王
国
、
十
勝
で
開
催

　

食
の
王
国
北
海
道
・
十
勝
は
、
日
本
の

耕
作
地
の
約
５
％
で
あ
る
26
万
㌶
を
有

し
、
乳
牛
・
肉
牛
の
飼
育
頭
数
は
43
万
頭

と
全
国
の
10
％
を
占
め
る
。

　

ま
た
特
産
品
の
じ
ゃ
が
い
も
、
小
麦
、

豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
長
芋
な
ど
は
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
量
を
誇
り
、
地
域
の
食
料
自
給
率
は

１
１
０
０
％
、
年
間
約
４
０
０
万
人
分
の

食
料
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
一
大
生

産
基
地
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
十
勝
で
、
帯
広
市
を
中
心
に
１

市
16
町
２
村
が
一
体
と
な
っ
て
「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
掲
げ
、「
食
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
地
域
創
造
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
２
０
１
０
年
。
様
々
な
食
の
施
策
に

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
冠
を
つ
け
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
連
携
・
Ｐ
Ｒ
を
す

る
戦
略
に
至
っ
た
の
は
、
危
機
感
が
薄
く

足
元
の
魅
力
に
な
か
な
か
気
づ
け
な
か
っ

た
地
域
に
、
外
部
の
視
点
が
持
ち
込
ま
れ

た
こ
と
が
大
き
い
。

　

実
は
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
は

２
０
１
０
年
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
帯
広
市
長

に
当
選
し
た
米
澤
氏
が
選
挙
公
約
で
掲
げ

た
旗
印
で
あ
り
、
当
選
後
は
同
市
長
の
呼

び
掛
け
に
よ
り
、各
市
町
村
長
が
決
断
し
、

共
に
手
を
携
え
た
成
果
で
あ
る
。「
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
、
外
に
打
っ
て
出
て
行

こ
う
！
」「
外
貨
を
獲
得
し
、
地
域
を
豊

か
に
持
続
さ
せ
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
機

運
が
高
ま
る
十
勝
は
、
今
ま
さ
に
変
化
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
は
３
つ
の
方

針
、
す
な
わ
ち
、
基
幹
と
な
る
「
農
業
を

成
長
産
業
に
す
る
」、
付
加
価
値
を
高
め

る
「
食
の
価
値
を
創
出
す
る
」、
需
要
を

創
出
す
る
「
十
勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
」

を
掲
げ
、
農
林
漁
業
団
体
、
商
工
業
団
体
、

大
学
・
研
究
機
関
、
金
融
機
関
、
行
政
が

参
加
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
創
出
と
支
援
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
。
最
終
的
に
は
そ
の
名
の
通
り
、
食
の

産
業
や
関
連
産
業
、
研
究
機
関
や
人
な
ど

が
集
積
す
る
場
所
を
目
指
す
。
今
回
は
特

に
先
進
的
な
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

紹
介
す
る
と
同
時
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
３
日
間

と
な
っ
た
。

　

講
義
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
１
日

目
）：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー

ワ
ー
ド
「
屋
台
」
の
調
査
研
究

　

実
践
塾
の
初
日
で
は
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
を
推
進
す
る
帯
広
市
役
所
産
業
連

携
室
よ
り
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、十
勝
の
産
業
構
造
、

地
域
資
源
と
強
み
、
課
題
と
そ
の
解
決
に

む
け
た
取
り
組
み
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
実
績
・
成
果
、

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
十
勝
発
で
全
国
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
っ
た
「
北
の
屋
台
」
の
事
例
を
紹
介
。

　

１
９
９
６
年
、「
街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
研
究
会
が
ス
タ
ー

ト
。
地
域
特
性
の
高
い
街
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
は
求
心
力
と
な
る
中
心
市
街
地
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
中
心
市
街
地
に
人
を

戻
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
と
い
う
議

論
を
重
ね
た
結
果
、「
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
い
う
課
題

に
行
き
当
た
っ
た
。
更
に
そ
れ
を
解
決
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
屋
台
」
が
見
い

だ
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
屋
台
の
調

査
と
研
究
が
始
ま
る
。
北
海
道
の
中
で
も

特
に
寒
い
十
勝
で
屋
台
と
い
う
業
態
が
成

立
す
る
の
か
？
食
品
衛
生
法
上
の
課
題
を

ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
？
た
く
さ
ん
の
課

題
が
立
ち
は
だ
か
る
中
、
北
の
屋
台
が

２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
。
３
・
３
坪
と

い
う
狭
い
屋
台
の
中
で
肩
を
寄
せ
合
い
、

近
距
離
で
飲
食
を
し
な
が
ら
聞
こ
え
て
く

る
隣
の
人
の
会
話
を
楽
し
む
…
。
ま
さ
に

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
人
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
場
づ
く
り
が
「
北

の
屋
台
」
の
成
功
の
源
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
１
６
２
坪
の
敷
地
内
に
20
軒
の
屋
台

が
ひ
し
め
き
あ
い
、
開
業
か
ら
10
年
以
上

た
っ
た
今
、
２
０
１
４
年
度
の
来
場
者
数

は
約
12
万
人
、
売
上
高
は
約
３
億
円
を
誇

る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
北
の
屋
台
の
成

功
が
、
全
国
に
屋
台
村
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
波
及
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

講
義
後
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
鹿

追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
視
察
。
先
に
記
載
し
た
通

り
、
十
勝
に
は
43
万
頭
の
乳
牛
・
肉
牛
が

飼
育
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
ふ
ん
尿
は
こ

れ
ま
で
堆
肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
以
外
の
余
剰
分
の
扱
い
が
課
題

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
内
最
大
規
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食
と
農
林
漁
業
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

―
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
で
取
り
組
む
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
―

北
村
　
貴

株
式
会
社
グ
ロ
ッ
シ
ー
代
表
取
締
役

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
８
月
26
日
（
水
）

～
28
日
（
金
）
に
北
海
道
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
第
３
回
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、主
任
講
師
の
北
村
貴
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

地
方
創
生
実
践
塾　

平
成
27
年
度
第
３
回　
　

北
海
道
帯
広
市



模
の
資
源
循
環
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
。
１
日
の
発
電
量
は
約

４
５
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
／
日
と
、
一
般
家
庭

４
５
０
戸
分
の
電
気
使
用
量
に
相
当
す

る
。
こ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
液
肥
製
造
を
行
い
余
剰
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
売
電
。ま
た
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
飼
育
な
ど
の
付
加
価
値
が
高
い
商

品
開
発
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

講
演
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
日

目
）：「
土
壌
」
を
テ
ー
マ
に
持
続
可

能
な
農
業
に
つ
い
て
の
考
察

　

２
日
目
は
、
講
演
と
し
て
、
自
然
栽
培

で
大
規
模
営
農
を
行
う
折
笠
農
場
の
折
笠

健
氏
と
、
１
０
０
㌶
を
最
先
端
技
術
で
営

農
す
る
尾
藤
農
場
の
尾
藤
光
一
氏
が
、「
土

壌
」
を
テ
ー
マ
に
持
続
可
能
な
農
業
に
つ

い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
述
べ
ら
れ

た
。
自
然
な
環
境
の
中
で
育
つ
作
物
の
品

種
選
抜
と
、
土
壌
循
環
を
促
す
視
点
に
立

ち
「
ま
だ
日
本
の
自
然
栽
培
は
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
」
と
話
す
折
笠
氏

と
、
科
学
的
な
土
壌
分
析
に
基
づ
き
必
要

な
量
の
栄
養
素
（
化
学
肥
料
）
を
土
に
与

え
る
「
Ｓ
Ｒ
Ｕ
」
と
い
う
土
づ
く
り
の
組

織
の
代
表
を
務
め
る
尾
藤
氏
。
二
人
は
対

局
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も

「
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
挑
戦
」
と
い
う

視
点
で
は
一
致
し
て
お
り
、
会
場
か
ら
も

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
に
十
勝
の
食
の
豊
か
さ
と
本
質
を
追

求
し
続
け
る
食
肉
料
理
人
集
団
「
Ｅ
Ｌ
Ｅ

Ｚ
Ｏ
」
の
佐
々
木
章
太
氏
か
ら
、
２
０
０

店
舗
を
超
え
る
会
員
レ
ス
ト
ラ
ン
を
有

し
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
（
畜
産
事
業
、

精
肉
事
業
、
食
肉
加
工
事
業
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
販
売
事
業
）
を
営
む
ビ
ジ
ネ
ス
構
造

と
、
未
来
型
の
食
産
業
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
日
本
初
の

畑
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
を
生
み
出
し
た

「
い
た
だ
き
ま
す
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
井
田

芙
美
子
氏
の
案
内
で
、
実
際
に
畑
を
歩
き

な
が
ら
作
物
に
つ
い
て
学
び
、
畑
の
中
で

採
れ
た
て
の
野
菜
を
食
べ
、
土
の
上
に
生

き
る
こ
と
を
五
感
で
感
じ
と
っ
た
。

　

最
後
は
、
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

近
江
正
隆
氏
よ
り
、「
農
山
漁
村
の
価
値

と
役
割
の
再
考
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
浦

幌
町
で
行
わ
れ
て
い
る
「
子
供
が
夢
と
希

望
を
抱
け
る
地
域
づ
く
り
」
を
行
う
教
育

シ
ス
テ
ム
「
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
」
の
事

例
と
成
果
、
お
よ
び
都
市
の
高
校
生
が
修

学
旅
行
に
農
村
で
民
泊
し
体
感
し
て
も
ら

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
取
り
組
み

も
当
た
り
前
に
あ
る
地
域
の
資
源
を
ど
う

活
用
し
、
ど
う
価
値
を
見
出
す
の
か
、
と

い
う
何
気
な
い
視
点
に
、
価
値
を
作
る
人

が
マ
ッ
チ
し
た
好
事
例
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
３
日
目
）：

意
見
交
換
、地
域
で
ど
う
生
か
す
か

　

３
日
目
は
こ
れ
ら
の
講
義
・
視
察
を
通

じ
て
得
た
気
付
き
を
、
自
身
の
地
域
に
持

ち
帰
っ
て
ど
う
生
か
す
か
？
と
い
う
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
相
互

の
意
見
交
換
、
発
表
が
行
わ
れ
て
全
日
程

を
終
え
た
。
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第３回地方創生実践塾（北海道帯広市）の概要

第１日目　8 月 26 日（水）
	 講義①「総論」
	 	 主任講師　株式会社グロッシー代表取締役　北村 貴氏
	 講義②「フードバレーとかちについて」
	 	 講師　帯広市産業連携室　藤芳 雅人氏
	 講義③「北の屋台の取組み」
	 	 講師　北の起業広場協同組合事務局長　松下 博典氏
	 フィールドワーク①「バイオマスの活用と水素社会」
	 	 鹿追町環境保全センター

第２日目　8 月 27 日 ( 木 )
	 講義④持続可能な農業の展開
	 	 講師　株式会社 折笠農場取締役　折笠 健氏
	 	 	 有限会社 尾藤農産代表取締役　尾藤 光一氏
	 講義⑤「食肉料理人集団ELEZOの挑戦」
	 	 講師　株式会社 ELEZO社代表取締役　佐々木 章太氏
	 フィールドワーク②「畑のチカラを体験」（昼食含む）
	 	 おいで農場（幕別町）
	 	 株式会社いただきますカンパニー代表取締役　井田 芙美子氏
	 講義⑥「都市と農村の交流・農村力」
	 	 講師　株式会社ノースプロダクション代表取締役　近江 正隆氏
	 	 グループワーク　北村 貴氏

第３日目　8 月 28 日 ( 金 )　
	 グループワーク・講評・総括　北村 貴氏

「北の屋台」についての講義の様子

グループワークの様子

十勝の農場でのフィールドワーク


